
ユ ー ス ホ ス テ ル ガ イ ド

北 海 道 ／ 青 森 県 ／ 岩 手 県 ／ 宮 城 県 ／ 秋 田 県 ／ 山 形 県

建 物 の 周 囲 に は 、 り ん ご 園 を メ イ ン に

2 ヘ ク タ ー ル の 農 園 の 景 色 が 広 が っ て

い ま す 。 四 季 折 々 の 風 情 を 味 わ い つ つ 、

ゆ っ た り と し た 田 園 風 景 の 中 で の ん び

り と お く つ ろ ぎ く だ さ い 。

イ ル ム の 丘 ユ ー ス ホ ス テ ル

〒 0 7 4- 1 2 7 3 北 海 道 深 川 市 音 江 町 音 江 5 4 6- 2

「 休 日 は ロ グ ハ ウ ス で ！ 」 が 合 言 葉 の 本 格 的 ロ グ ハ ウ ス

美 瑛 の 丘 が 見 渡 せ る 展 望 室 か ら は 、 十 勝 岳 や 旭 岳

な ど の 大 雪 山 系 の 山 々 が 並 び 、 四 季 を 通 じ て の 山

岳 パ ノ ラ マ が 楽 し め る 。 X C ス キ ー や マ ウ ン テ ン

バ イ ク で 丘 を 散 策 し た あ と は 、 季 節 の 野 菜 が い っ

ぱ い の 家 庭 料 理 で 。 防 音 の 談 話 室 で 夜 通 し ゆ っ く

り と 旅 の 交 流 を 深 め る こ と が で き る 。 バ ス 、 ト イ

レ 付 き の ゲ ス ト ル ー ム も 完 備 。 写 真 撮 影 に 絶 好 の

ロ ケ ー シ ョ ン 。 写 真 好 き の マ ネ ー ジ ャ ー が 穴 場 を

伝 授 。

美 瑛 ポ テ ト の 丘 ユ ー ス ホ ス テ ル

〒 0 7 1- 0 2 1 8 北 海 道 上 川 郡 美 瑛 町 大 村 村 山

W H Y N O T BI EI P O T A T O N O O K A I N WI N T E R ?

宿 か ら 列 車 や ラ ッ セ ル 車 、 き れ い な 夕

陽 が 見 え ま す 。 近 く に ひ ま わ り 畑 、 天

文 台 、 温 泉 、 広 大 な 公 園 、 雪 質 日 本 一

の ス キ ー 場 、 カ ー リ ン グ 場 が あ り ま す 。

朝 食 は 自 家 製 焼 き た て パ ン が 基 本 で す 。

全 室 空 気 清 浄 機 、 エ ア コ ン 完 備 。

な よ ろ サ ン ピ ラ ー ユ ー ス ホ ス テ ル

〒 0 9 6- 0 0 6 6 北 海 道 名 寄 市 日 進 3 9 1- 2

J R 宗 谷 本 線 「 日 進 駅 」 か ら 徒 歩 5 分 。 バ イ ク ガ レ ー ジ ま で 舗 装 済 み ！

｢ 愛 と ロ マ ン の 8 時 間 コ ー ス 」 が 有 名 で 、 ほ ぼ 毎 日

ツ ア ー を 出 し て い ま す 。 大 勢 で 歩 く 1 日 は 、 い い

思 い 出 と な る こ と で し ょ う 。 ま た 、 夏 は ト ド 島 探

検 、 秋 に は ガ ン コ ウ ラ ン の ジ ャ ム 作 り な ど も 行 っ

て い ま す 。 ユ ー ス ホ ス テ ル の 建 物 は 西 海 岸 に あ り 、

天 気 が 良 け れ ば 海 に 沈 む 夕 日 を 見 る こ と が で き ま

す 。 そ し て 、 夜 は ミ ー テ ィ ン グ 。 み ん な で 歌 っ て 、

踊 っ て 盛 り 上 が っ て く だ さ い 。

桃 岩 荘 ユ ー ス ホ ス テ ル

〒 0 9 7- 1 2 0 1 北 海 道 礼 文 郡 礼 文 町 香 深

最 北 の 旅 の 我 が 家

北 の 果 て の 鉄 路 J R 宗 谷 本 線 「 塩 狩 駅 」

か ら 徒 歩 2 分 、 豊 か な 自 然 の 中 に ポ ツ

ン と 建 っ て い ま す 。 線 路 際 の 立 地 で 、

す べ て の 客 室 か ら 鉄 道 を 眺 め ら れ ま す 。

こ こ 塩 狩 峠 は 三 浦 綾 子 さ ん の 小 説 の 舞

台 で も あ り 、 情 緒 た っ ぷ り で す 。

塩 狩 ヒ ュ ッ テ ユ ー ス ホ ス テ ル

〒 0 9 8- 0 1 2 5 北 海 道 上 川 郡 和 寒 町 字 塩 狩 5 0 3 番 2

こ こ は 峠 の 小 さ な 宿 。 灯 り を と も し て 旅 人 た ち を 迎 え ま す

四 季 彩 の 丘 ま で 徒 歩 2 0 分 ！ 青 い 池 ま で 車 で 2 0

分 ！ フ ァ ー ム 富 田 ま で 車 で 2 0 分 ！ 旭 山 動 物 園 ま

で 車 で 4 5 分 ！ 美 瑛 だ け で な く 富 良 野 や 旭 川 観 光

に も 便 利 な 立 地 で す 。 お 部 屋 に は テ レ ビ 、 空 気 清

浄 機 、 エ ア コ ン 完 備 の 他 、 バ ス タ オ ル 、 フ ェ イ ス

タ オ ル 、 寝 巻 、 歯 ブ ラ シ 等 の ア メ ニ テ ィ も ご 用 意

し て お り ま す 。 ま た 、 浴 室 は お ひ と り 様 か ら ご 家

族 3 ～ 4 人 ま で 貸 切 で ご 利 用 い た だ け ま す 。

美 馬 牛 リ バ テ ィ ユ ー ス ホ ス テ ル

〒 0 7 1- 0 4 6 2 北 海 道 上 川 郡 美 瑛 町 字 美 馬 牛 南 1- 1- 2 4

美 瑛 の 丘 散 策 に 便 利 な J R 富 良 野 先 「 美 馬 牛 駅 」 か ら 徒 歩 1 分 ！

摩 周 湖 第 一 展 望 台 ま で わ ず か 5. 5 k m 。 車 で 1 0 分

弱 の 地 の 利 を 生 か し て 思 う 存 分 、 摩 周 湖 を 楽 し ん

で く だ さ い 。 周 り は 牧 場 が 点 在 し 、 北 海 道 の イ メ ー

ジ そ の ま ま の 風 景 が 皆 様 を お 迎 え し ま す 。 そ ん な

素 敵 な 環 境 に あ り な が ら 、 素 泊 ま り 料 金 は 非 常 に

リ ー ズ ナ ブ ル ！ 滞 在 型 の 宿 泊 に も う っ て つ け で す

♪

摩 周 湖 ユ ー ス ホ ス テ ル

世 界 一 級 の 透 明 度 を 誇 る 摩 周 湖 に 一 番 近 い 宿

〒 0 8 8- 3 2 2 2 北 海 道 川 上 郡 弟 子 屈 町 弟 子 屈 原 野 8 8 3

厚 岸 は 江 戸 時 代 に 建 立 さ れ た 国 泰 寺 （ ユ ー ス ホ ス

テ ル の そ ば に あ り ま す ） に 始 ま る 、 歴 史 の あ る 港

町 で す 。 海 岸 の 眺 め も 素 晴 ら し く 、 の ん び り 歩 く

こ と を お す す め し ま す 。 厚 岸 名 物 と い え ば 、 な ん

と い っ て も カ キ 。 グ ル メ パ ー ク ・ コ ン キ リ エ は オ ー

プ ン 以 来 、 観 光 客 で 賑 わ っ て い ま す 。 ユ ー ス ホ ス

テ ル の 食 事 は 新 鮮 な 地 の 物 を 使 っ て い て 、 ボ

リ ュ ー ム も た っ ぷ り で す 。

厚 岸 愛 冠 ユ ー ス ホ ス テ ル

美 し い 自 然 と 海 の 幸 を 満 喫 し ま せ ん か

〒 0 8 8- 1 1 1 4 北 海 道 厚 岸 郡 厚 岸 町 湾 月 2 丁 目 8 番 地

池 田 ・ 帯 広 を 中 心 と し て 十 勝 川 流 域 に

広 が る 十 勝 平 野 は 、 北 海 道 ら し い 雄 大

な 景 観 で す 。 展 望 台 あ り 、 牧 場 あ り 、

温 泉 あ り と 見 ど こ ろ が あ ふ れ て い ま す 。

当 ユ ー ス ホ ス テ ル は 定 員 が 少 な く 、 ア ッ

ト ホ ー ム な 宿 で す 。 の ん び り と お 過 ご

し く だ さ い 。

池 田 北 の コ タ ン ユ ー ス ホ ス テ ル

一 人 旅 、 大 歓 迎 ！ 広 ー い 十 勝 を 味 わ え る ア ッ ト ホ ー ム な 宿

〒 0 8 3- 0 0 3 1 北 海 道 中 川 郡 池 田 町 利 別 西 町 9 9- 4

※ 掲 載 さ れ て い る 情 報 は 2 0 2 4 年 6 月 2 0 日 現 在 の も の で す 。

　 各 ユ ー ス ホ ス テ ル の 最 新 情 報 は 日 本 ユ ー ス ホ ス テ ル 協 会  H P を ご 確 認 く だ さ い 。
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「 札 幌 駅 」 か ら 地 下 鉄 で 6 分 、 地 下 鉄 東 豊 線 「 学 園

前 駅 」 の 目 の 前 の 交 通 至 便 な 場 所 に あ り ま す 。 周

囲 は 高 校 、 大 学 が 立 ち 並 ぶ 文 教 地 区 。 大 通 公 園 や

時 計 台 、 繁 華 街 ・ ス ス キ ノ ま で は 地 下 鉄 で 5 分 ほ

ど で 、 市 内 の 観 光 地 散 策 に も 便 利 で す 。 ま た 、 札

幌 の 街 を 縦 断 す る 豊 平 川 や 豊 平 公 園 、 中 島 公 園 へ

も 歩 い て 行 く こ と が で き ま す 。 近 く に は 道 立 ス

ポ ー ツ 施 設 「 き た え ー る 」 も あ り 、 ス ポ ー ツ な ど

の 合 宿 に も 適 し て い ま す 。

札 幌 国 際 ユ ー ス ホ ス テ ル

〒 0 6 2- 0 9 0 6 北 海 道 札 幌 市 豊 平 区 豊 平 6 条 6 丁 目 5- 3 5

「 札 幌 駅 」 か ら 地 下 鉄 で 6 分 。 交 通 至 便 な 都 会 派 ユ ー ス ホ ス テ ル

室 蘭 は 太 平 洋 に 面 し て 1 0 数 k m に わ た り 、 1 0 0 ｍ

内 外 の 断 崖 絶 壁 の 自 然 美 を 誇 っ て い ま す 。 特 に 北

海 道 三 大 岬 の ひ と つ 地 球 岬 は 圧 巻 。 当 ユ ー ス ホ ス

テ ル は そ の 一 角 の 丘 陵 地 帯 に あ り 絶 好 の ロ ケ ー

シ ョ ン 。 前 庭 か ら の 夜 景 、 朝 焼 け 、 水 平 線 か ら の

日 の 出 は 感 動 的 で す 。 本 建 物 は 北 海 道 建 築 の 父 ・

田 上 義 也 の 作 品 で 、 歴 史 的 建 造 物 と し て 名 高 い 。

室 蘭 ユ ー ス ホ ス テ ル

〒 0 5 0- 0 0 8 4 北 海 道 室 蘭 市 み ゆ き 町 3- 1 2- 2

太 平 洋 に 面 し た 小 高 い 丘 に 建 つ 館 ・ 白 い 船 ！

羽 幌 遊 歩 ユ ー ス ホ ス テ ル

〒 0 7 8- 4 1 2 3 北 海 道 苫 前 郡 羽 幌 町 栄 町 2 6 0

日 本 海 オ ロ ロ ン ラ イ ン の 真 ん 中 で す 。 天 売 島 ・ 焼 尻 島 へ は こ こ か ら ！

十 勝 の 中 心 ・ 帯 広 市 の 郊 外 に あ り 、 ア

ウ ト ド ア 、 グ ル メ 、 温 泉 、 ガ ー デ ン 巡

り な ど が 楽 し め ま す 。 食 事 は 地 場 産 の

野 菜 、 食 材 、 無 添 加 の 調 味 料 を 使 い 、

安 心 で 安 全 な 料 理 を 提 供 す る よ う に 心

が け て い ま す 。

ト イ ピ ル カ 北 帯 広 ユ ー ス ホ ス テ ル

山 小 屋 風 、 オ ー ナ ー 手 作 り の ゆ っ た り く つ ろ げ る 宿

〒 0 8 0- 0 2 7 2 北 海 道 河 東 郡 音 更 町 下 士 幌 北 4 線 東 5 2- 8

知 床 ・ 道 東 観 光 、 斜 里 岳 登 山 の 拠 点 と

し て 最 適 な ロ ケ ー シ ョ ン 。 知 床 五 湖 ガ

イ ド ツ ア ー ・ 熱 気 球 フ リ ー フ ラ イ ト ・ 神

の 子 池 ス ノ ー シ ュ ー 等 の オ ホ ー ツ ク を

ま る ご と 楽 し む ア ク テ ィ ビ テ ィ 体 験 も

満 喫 で き ま す 。

Y H A 清 里 イ ー ハ ト ー ヴ ユ ー ス ホ ス テ ル

知 床 観 光 の 拠 点 に 最 適 ♪ 感 動 の 夕 陽 と 満 天 の 星 空 に 出 会 う ひ と 時 を ♪

〒 0 9 9- 4 4 0 3 北 海 道 斜 里 郡 清 里 町 向 陽 2 8 2

日 高 山 脈 が 目 の 前 に 広 が り 朝 の 景 色 も 夕 日 も 美 し

い ロ ケ ー シ ョ ン 。 周 囲 は 北 海 道 ら し い 田 園 地 帯 で

空 が 大 き く 、 星 空 を 見 る に は 絶 好 の ポ イ ン ト で す 。

夕 朝 食 は 十 勝 産 の 食 材 、 夏 に は 自 家 菜 園 か ら の 採

れ た て 野 菜 、 八 千 代 の 超 軟 水 で 炊 き あ げ た ご 飯 な

ど 、 心 を 込 め て 提 供 し て お り ま す 。 朝 食 の 自 家 製

パ ン は オ ー プ ン 以 来 、 大 変 好 評 で す 。

帯 広 八 千 代 ユ ー ス ホ ス テ ル

日 高 山 脈 が 綺 麗 に 見 え る 星 空 自 慢 の 宿

〒 0 8 0- 2 3 3 6 北 海 道 帯 広 市 八 千 代 町 基 線 1 6 3

屈 斜 路 原 野 ユ ー ス ゲ ス ト ハ ウ ス

絶 景 ・ 雲 海 ・ 大 自 然 ・ デ ザ イ ナ ー ズ ホ テ ル ・ 元 板 前 ・ 温 泉 か け 流 し

〒 0 8 8- 3 3 4 1 北 海 道 川 上 郡 弟 子 屈 町 字 屈 斜 路 原 野 4 4 3- 1

海 岸 線 に は 奇 岩 が 立 ち 並 び 、 透 明 度 の 高 い 海 が 広

が る 自 然 い っ ぱ い の 積 丹 半 島 。 な か で も 神 威 岬 の

朝 日 、 夕 日 は 大 変 感 動 的 。 一 見 の 価 値 あ り で す 。

積 丹 は 道 内 屈 指 の 港 町 な の で 、 食 卓 に は 取 れ た て

の 魚 介 類 が 並 び ま す 。 積 丹 の 郷 土 料 理 「 浜 ナ ベ 」

や ウ ニ 丼 な ど 、 新 鮮 で お い し い 食 事 を ぜ ひ 味 わ っ

て み て く だ さ い 。 

積 丹 ユ ー ス ホ ス テ ル

海 の 見 え る お 部 屋 あ り ま す

〒 0 4 6- 0 3 2 2 北 海 道 積 丹 郡 積 丹 町 大 字 余 別 町 2 9 7

ぬ か び ら 源 泉 郷 は 大 雪 山 国 立 公 園 内 の 静 か な 温 泉

街 で す 。 そ ば に は 糠 平 湖 が あ り 、 カ ヌ ー や 釣 り が

楽 し め ま す 。 ま た 、 ニ ペ ソ ツ 山 や 石 狩 岳 な ど の 登

山 基 地 で も あ り ま す 。 冬 に は ス キ ー 場 も 営 業 し 、

四 季 を 通 じ て 楽 し む こ と が で き ま す 。 当 ユ ー ス ホ

ス テ ル で は こ の 豊 か な 自 然 環 境 に 親 し ん で い た だ

け る よ う 、 各 種 の ツ ア ー 、 イ ベ ン ト を 行 っ て お り

ま す 。 北 海 道 の 中 央 に 位 置 し て い る の で 、 旅 の 中

継 地 と し て も 便 利 な 場 所 で す 。 ご 利 用 お 待 ち し て

お り ま す 。 

東 大 雪 ぬ か び ら ユ ー ス ホ ス テ ル

大 雪 山 の 自 然 に 囲 ま れ た 、 源 泉 掛 け 流 し の 温 泉 宿

〒 0 8 0- 1 4 0 3 北 海 道 河 東 郡 上 士 幌 町 ぬ か び ら 源 泉 郷

島 牧 は 北 限 帯 の ブ ナ 林 、 道 内 一 の 賀 老 の 滝 、 高 山

植 物 の 宝 庫 の 狩 場 山 ・ 大 平 山 、 真 青 な 日 本 海 な ど

本 当 の 自 然 が い っ ぱ い 。 特 に 日 本 一 の 面 積 を 誇 る

ブ ナ の 原 生 林 は 、 こ れ ぞ 本 当 の 広 葉 樹 の 森 と い う

見 事 さ で す 。 こ の 自 然 の 中 で の 野 イ チ ゴ 摘 み 、 き

の こ 狩 り 、 川 で の イ ワ ナ 釣 り 、 舟 で の ヒ ラ メ 釣 り 、

そ し て ユ ー ス ホ ス テ ル 内 で の 陶 芸 な ど な ど 体 験 メ

ニ ュ ー も 充 実 し て い ま す 。

島 牧 ユ ー ス ホ ス テ ル

食 事 は 新 鮮 な 山 海 の 幸 た っ ぷ り ！

〒 0 4 8- 0 6 3 1 北 海 道 島 牧 郡 島 牧 村 字 千 走 2 1

2 1



1 9 6 5 年 に 開 設 し た 歴 史 あ る ユ ー ス ホ ス テ ル で す 。

海 と 山 を 同 時 に 見 る こ と が で き る 場 所 に 建 っ て お

り 、 自 然 と 親 し め ま す 。 世 界 で 最 も 北 に 住 む ニ ホ

ン ザ ル や 、 特 別 天 然 記 念 物 の ニ ホ ン カ モ シ カ と 出

会 え る 所 で も あ り ま す 。 東 北 自 然 歩 道 を の ん び り

歩 き な が ら 、 森 の 中 の ニ ホ ン ザ ル ・ ニ ホ ン カ モ シ

カ を 観 察 す る に は 最 適 の 立 地 で す 。 夏 は 仏 ヶ 浦 ま

で 観 光 船 が 就 航 し 、 海 水 浴 も 楽 し め ま す 。 時 間 を

た っ ぷ り と っ て 、 青 い 森 を 歩 い て み ま せ ん か 。

脇 野 沢 ユ ー ス ホ ス テ ル

〒 0 3 9- 5 3 3 2 青 森 県 む つ 市 脇 野 沢 瀬 野 川 目 4 1

民 話 の ふ る さ と 遠 野 。 そ の 田 園 の 真 ん 中 に 建 つ 小

さ な ユ ー ス ホ ス テ ル は 、 ハ イ グ レ ー ド な が ら も の

ん び り で き る 空 間 を 大 切 に し た 、 ア ッ ト ホ ー ム な

宿 で す 。 ど こ に で も あ り そ う な 、 み ち の く の 田 園

風 景 と 北 上 の 大 自 然 の 中 に 、 い ろ い ろ な 物 語 が 隠

さ れ て い る の が 遠 野 の 里 。 遠 野 は 見 る 所 で は な く 、

感 じ る 所 で す 。 あ な た だ け の 「 遠 野 物 語 」 を 創 り

に 来 て く だ さ い 。

遠 野 ユ ー ス ホ ス テ ル

〒 0 2 8- 0 5 5 5 岩 手 県 遠 野 市 土 淵 町 土 淵 1 3- 3 9- 5

仙 台 の 街 中 に あ る 自 宅 開 放 の ユ ー ス ホ

ス テ ル で す 。 原 則 と し て 男 女 別 室 の 相

部 屋 で す が 、 家 族 、 グ ル ー プ 利 用 に も

対 応 し ま す 。 市 内 観 光 は も ち ろ ん 、 松 島 ・

蔵 王 ・ 山 寺 ・ 平 泉 な ど の 観 光 に も 、 東 北

一 の 飲 食 街 ・ 国 分 町 へ 行 く に も 便 利 で

す 。

メ ー プ ル 仙 台 ユ ー ス ホ ス テ ル

〒 9 8 1- 0 9 3 3 宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区 柏 木 1- 9- 3 5

青 森 県 八 戸 市 か ら 福 島 県 相 馬 市 ま で の

海 岸 線 を つ な ぐ 1, 0 0 0 k m の ロ ン グ ト レ

イ ル の ほ ぼ 中 間 点 に あ る 半 島 で す 。 ま

た 、 宮 城 オ ル レ の 唐 桑 コ ー ス は 1 0 k m

の 半 島 散 策 コ ー ス で 、 変 化 に 富 ん だ 四

季 折 々 の 自 然 が 満 喫 で き ま す 。

リ ア ス 唐 桑 ユ ー ス ホ ス テ ル

北 限 の サ ル 、 カ モ シ カ な ど 自 然 観 察 に 適 し た 宿

民 話 の ふ る さ と 遠 野 。 旅 人 達 の 陽 だ ま り の 宿

北 海 道 を 代 表 す る 羊 蹄 山 の 麓 に 広 が る

畑 の 中 の 一 軒 宿 で す 。 羊 蹄 山 真 狩 登 山

口 ま で 車 で 5 分 、 登 山 や バ ッ ク カ ン ト

リ ー ス キ ー の 基 地 と し て 最 適 で す 。 羊

蹄 の 自 然 を 満 喫 し た ら 近 く の ま っ か り

温 泉 で 疲 れ を 癒 し て く だ さ い 。

ま っ か り ユ ー ス ホ ス テ ル

〒 0 4 8- 1 6 1 5 北 海 道 虻 田 郡 真 狩 村 字 緑 岡 9 4- 2

羊 蹄 山 を 眺 め な が ら 、 の ん び り と 過 ご し て く だ さ い

夕 食 に も 敗 け な い 朝 ご は ん で あ な た の 今 日 の 旅 を 応 援 し ま す

な つ か し い 海 の 景 色 が こ こ に あ る 。 新 鮮 な 海 の 幸 が 食 べ ら れ る ユ ー ス ホ ス テ ル 。

〒 9 8 8- 0 5 6 3 宮 城 県 気 仙 沼 市 唐 桑 町 中 井 2- 8

周 辺 地 域 は 公 的 機 関 の 建 物 が 多 く 、 静 か で 衛 生 的 ・

安 全 な 環 境 で す 。 年 間 を 通 し て 交 流 ・ 出 会 い 事 業

を 開 催 し て お り 、 参 加 し て い た だ く こ と が で き ま

す 。 レ ス ト ラ ン は 1 1 年 1 0 月 に 新 規 開 店 し 「 地 の も

の 、 旬 の も の 」 を 提 供 。 地 酒 も 各 種 準 備 し て い ま す 。

館 内 に は 大 中 小 の 各 研 修 室 が あ り 、 8 0 台 収 容 可

能 な 駐 車 場 が あ り ま す 。 日 本 三 景 松 島 、 国 宝 大 崎

八 幡 神 社 へ は 共 に 車 で 3 0 分 で す ( 送 迎 用 の マ イ ク

ロ バ ス が あ り ま す の で お 問 い 合 わ せ く だ さ い ) 。

エ ス ポ ー ル み や ぎ ユ ー ス ホ ス テ ル

静 か な 環 境 の 中 で 交 流 ・ 出 会 い を

〒 9 8 3- 0 8 3 6 宮 城 県 仙 台 市 宮 城 野 区 幸 町 4- 5- 1

宮 城 県 の 南 部 に 位 置 す る 柴 田 町 船 岡 は 、

花 と 歴 史 の 町 で す 。 桜 百 選 の 一 目 千 本

桜 を は じ め 四 季 を 通 し て 花 々 を 楽 し め

ま す 。 福 島 ・ 山 形 へ の ア ク セ ス も 良 く 、

東 北 周 遊 の 拠 点 に も 便 利 で す 。 旅 の わ

が 家 と し て ご 利 用 く だ さ い 。

ウ ェ ル か も 船 岡 ユ ー ス ホ ス テ ル

花 の 町 柴 田 に 新 た な ユ ー ス ホ ス テ ル が オ ー プ ン し ま し た ！

〒 9 8 9- 1 6 0 4 宮 城 県 柴 田 郡 柴 田 町 船 岡 東 1- 9- 2 7- 5

横 手 盆 地 の 真 ん 中 、 田 園 地 帯 に あ る ユ ー ス ホ ス テ

ル で す 。 角 館 、 横 手 ま で 車 で 1 時 間 か か ら な い 好

立 地 に あ り ま す 。 春 は 角 館 の 枝 垂 桜 、 夏 は 日 本 で

有 数 の 大 曲 花 火 競 技 会 、 冬 に は 横 手 や 六 郷 の か ま

く ら 祭 り な ど 四 季 を 通 じ て 多 く の イ ベ ン ト が 開 催

さ れ ま す 。 さ ら に ユ ー ス ホ ス テ ル か ら 車 で 3 0 分

程 度 の 距 離 に 公 共 の 温 泉 施 設 が 多 く 点 在 し て い ま

す の で 、 温 泉 巡 り も 楽 し め ま す 。

大 曲 ユ ー ス ホ ス テ ル

横 手 盆 地 の 真 ん 中 、 角 館 ・ 横 手 の 観 光 拠 点

〒 0 1 4- 1 4 1 2 秋 田 県 大 仙 市 藤 木 字 甲 本 藤 木 4 6- 1

ひ が し ね ベ ア フ ッ ト ユ ー ス ホ ス テ ル

果 樹 園 の 中 に あ る 友 人 の 家 感 覚 の 小 さ な お 宿 で す

〒 9 9 9- 3 7 6 5 山 形 県 東 根 市 神 町 南 1- 3- 3 9

2 22 2



2 3

北 海 道

北 方 領 土 （ 北 方 四 島 ）

青 森

秋 田

岩 手

山 形

福 島

新 潟

宮 城

ひ が し ね ベ ア フ ッ ト ユ ー ス ホ ス テ ル

大 曲 ユ ー ス ホ ス テ ル

ウ ェ ル か も 船 岡 ユ ー ス ホ ス テ ル

エ ス ポ ー ル み や ぎ ユ ー ス ホ ス テ ル

リ ア ス 唐 桑 ユ ー ス ホ ス テ ル

メ ー プ ル 仙 台 ユ ー ス ホ ス テ ル

遠 野 ユ ー ス ホ ス テ ル

脇 野 沢 ユ ー ス ホ ス テ ル

ま っ か り ユ ー ス ホ ス テ ル

札 幌 国 際 ユ ー ス ホ ス テ ル

羽 幌 遊 歩 ユ ー ス ホ ス テ ル

室 蘭 ユ ー ス ホ ス テ ル

島 牧 ユ ー ス ホ ス テ ル

積 丹 ユ ー ス ホ ス テ ル

帯 広 八 千 代 ユ ー ス ホ ス テ ル

ト イ ピ ル カ 北 帯 広 ユ ー ス ホ ス テ ル

東 大 雪 ぬ か び ら ユ ー ス ホ ス テ ル

屈 斜 路 原 野 ユ ー ス ゲ ス ト ハ ウ ス

Y H A 清 里 イ ー ハ ト ー ヴ ユ ー ス ホ ス テ ル

池 田 北 の コ タ ン ユ ー ス ホ ス テ ル

厚 岸 愛 冠 ユ ー ス ホ ス テ ル

摩 周 湖 ユ ー ス ホ ス テ ル

塩 狩 ヒ ュ ッ テ ユ ー ス ホ ス テ ル

な よ ろ サ ン ピ ラ ー ユ ー ス ホ ス テ ル

イ ル ム の 丘 ユ ー ス ホ ス テ ル

美 瑛 ポ テ ト の 丘 ユ ー ス ホ ス テ ル

美  馬  牛 リ バ テ ィ ユ ー ス ホ ス テ ル

桃 岩 荘 ユ ー ス ホ ス テ ル



こ ど も は お と な に 。

お と な は こ ど も に 、

な れ る 場 所 。

日 本 ユ ー ス ホ ス テ ル 協 会 は 日 本 国 内 に ユ ー ス ホ ス テ ル を 設 置 ・ 運 営 す る と

共 に 、 国 際 ユ ー ス ホ ス テ ル 連 盟 （ H o s t elli n g I n t e r n a ti o n al ） や 各 国 の ユ ー ス

ホ ス テ ル 協 会 と 協 調 し 、 知 見 を 広 め る 「 旅 」 を 促 進 す る 活 動 を 行 っ て い ま す 。

v ol. 3 7

C o v er I nt er vi e w

渡 部 陽 一
ま ず は “ ひ と つ だ け ” で い い 。

相 手 の こ と を 知 っ て み る こ と か ら 、

変 え て い こ う 。

H o st elli n g M a g a zi n e
×  地 球 の 歩 き 方

バ ル の 美 食 に 酔 い し れ る

ス ペ イ ン 、 バ ス ク 地 方 の 旅

H o st elli n g M a g a zi n e v ol. 3 7

ま と め て ダ ウ ン ロ ー ド

松 鳥 む う の

晴 れ と き ど き 旅 び よ り

鉄 道 写 真 家 櫻 井 寛

「 列 車 で 行 こ う ！ 」  　

P. 0 2 P. 0 8

P. 1 2 P. 1 6

P. 1 8

Y H- G UI D E  
ユ ー ス ホ ス テ ル ガ イ ド

北 海 道 / 青 森 県 / 

岩 手 県 / 宮 城 県 / 

秋 田 県 / 山 形 県

P. 2 0

※ 本 誌 の 情 報 は 2 0 2 4 年 6 月 2 0 日 現 在 の も の で す 。 変 更 に な る 場 合 が あ り ま す の で 、 お 出 か け の 前 に 現 地 に お 確 か め く だ さ い 。

発 行 所 一 般 財 団 法 人 日 本 ユ ー ス ホ ス テ ル 協 会 　 編 集 ・ 発 行 人 寺 島 眞

T E L. （ 0 3 ）5 7 3 8- 0 5 4 6 　 〒 1 5 1- 0 0 5 2 東 京 都 渋 谷 区 代 々 木 神 園 町 3- 1 国 立 オ リ ン ピ ッ ク 記 念 青 少 年 総 合 セ ン タ ー 内

※ 本 誌 掲 載 記 事 の 無 断 転 載 を 禁 じ ま す 。

Y o ut h H o st el Pi c k u p

乗 鞍 高 原 温 泉
ユ ー ス ホ ス テ ル

「 人 と 人 と の つ な が り 」 を 紡 ぐ

標 高 1 , 5 0 0 m の 温 泉 宿 　
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